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第 4 章においては 二平面接合部の挙動および減衰能を考察するために製作したカップリング状モ








合面が固着している場合は o. 005~ O. 01，局部すべりの場合は O. 04~ 0.08 となることを示している。
第 6 章では，カップリング状モデルの接合面の全体すべり運動が発生する場合の挙動を第 l 章の解
析を応用して明らかにしている。そして矩形波状応答波形上の減衰自由振動波形から減衰能を求める















を損失係数で評価すると，接合面が完全に固着している場合は O. 005~ 0.01 ，局部すべりの場合
は O. 04~ 0.08，全体すべりの場合は O. 02~ 0.05 となることを示している。
以上のように本論文は，機械構造の振動について減衰の問題を解明したしたもので，機械工学上寄
与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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